
 

 

 

 
 

２０２３年度体育通信 Ｎｏ．８  ９月２２日（金） 加藤 陽理 

 

 

 

 

 

今後の体育授業改善等、児童の体力向上に向けての参考資料にしていた

だければと思います。 

 

ちなみにツール内にある数値は T得点といいます。『全国平均値に対す

る相対的な位置を示し、単位や標準偏差が異なる調査結果を比較する平均

値 50点、標準偏差10点の標準得点。「Ｔ得点=50+10×（調査結果-平

均値）/標準偏差」』だそうです。全国平均との比較値ということですね。つまりＲ１年、Ｒ４年当時の

それぞれ同学年の全国平均と比べた値ということになるかと思います（R2、R3 はコロナ禍により未実

施です）。 

 

 

次ページに比較しやすいように令和５年度版と４年度版を載せますが、こうしてみると、やはり結果

が低く目立つのは「５０ｍ走」でしょうか。「シャトルラン」も昨年度と比べると若干課題面が増えた

かもしれませんね。あとは、今年度実施して体感的には「ボール投げ」も苦手に感じていそうな児童が

多いと感じました。 

それでも、全体的に見ても昨年度と比べて赤（全国平均より５Ｐ以上マイナス）が減って、青（全国

平均以上）が多くなってきている気はしています。昨年度に結果をお知らせした時も、一昨年度より結

果が良くなっているとお知らせしているので、年々体力が向上していると判断しても良いのかもしれま

せんね。 

 

コロナ自粛が明けて、運動する機会がさらに増え

てきた成果もあるのでしょうか。１番は昨年度に引

き続き、担任の先生方が休み時間になるとグラウン

ドや体育館、中庭等で子どもたちと一緒に遊んで体

を動かしている成果かなと感じています。そう考え

ると、改めて日々の生活習慣・運動習慣が重要なこ

とがわかりますね。 

体力テスト結果 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 次に、校内の体力合計点の割合です。 

 

【令和４年度】 

 

 

 

 

【令和５年度】 

 

A：１５→１７％  B：３０→２９％  C:２７→２９％  D:２１→１６％  E：８→８％ 

 この観点から見ても、体力向上傾向にあるのかもしれません。 

 

 先日の MKP 体力会議の中で、「体力テストのために取組を行うのではなく、日頃の授業や児童との

関わりの中で、たくさんの児童が体を動かすことの楽しさを学び、それが体力向上につながることを目

指している。」という、当たり前かもしれませんが、改めて「そうだよな～。」と思う話が出ました。

そして潮見の先生方は休み時間など、日頃からそれを実践できているからこそ、このような結果につな

がっているんだなぁと感じました。 

 

 

 



 一応、例年通り学年ごとの考察です。 

 

◎令和１年、４年とも全国平均以上         〇どちらか全国平均以上 

△令和１年、４年どちらかが全国平均５Ｐ以上の差  ▲どちらも全国平均５Ｐ以上の差 

 

学年 男子 女子 

1 年 ◎筋 力…上体起こし 

◎敏捷性…反復横跳び 

◎持久力…２０ｍシャトルラン 

◎投 力…ソフトボール投げ 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

◎持久力…２０ｍシャトルラン 

◎投 力…ソフトボール投げ 

・男女ともに全国平均並か上回っている種目が多い。男子握力が若干課題かも。 

2 年 ◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

△筋 力…握力 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

◎持久力…２０ｍシャトルラン 

◎跳躍力…立ち幅跳び 

・男女ともに柔軟性と敏捷性などに優れている。男子の握力と走力に若干課題がある。 

3 年 ◎筋 力…握力 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

◎跳躍力…立ち幅跳び 

〇筋 力…上体起こし 

△持久力…２０ｍシャトルラン 

△走 力…５０m走 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

◎投 力…ソフトボール投げ 

▲持久力…２０ｍシャトルラン 

▲走 力…５０ｍ走 

・男女とも全国平均以上の種目が多いが、持久力・走力にやや課題がある。 

4 年 ◎筋 力…握力 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

◎持久力…２０ｍシャトルラン 

◎跳躍力…立ち幅跳び 

◎投 力…ソフトボール投げ 

〇筋 力…上体起こし 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

〇持久力…２０ｍシャトルラン 

△筋 力…上体起こし 

△走 力…５０m走 

・女子の筋力や走力にやや課題があるが、その他の種目は、男女とも全国平均以上が多い。 

5 年 ◎筋 力…握力 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

〇筋 力…上体起こし 

〇持久力…２０ｍシャトルラン 

〇投 力…ソフトボール投げ 

△走 力…５０m走 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

〇持久力…２０ｍシャトルラン 

△筋 力…上体起こし 

△走 力…５０m走 

・男女の走力や女子の筋力にやや課題があるが、平均以上の種目も多い。 

6 年 ◎筋 力…握力 

◎柔軟性…長座体前屈 

◎敏捷性…反復横跳び 

◎跳躍力…立ち幅跳び 

〇持久力…２０ｍシャトルラン 

◎柔軟性…長座体前屈 

〇筋 力…握力 

〇敏捷性…反復横跳び 

△筋 力…上体起こし 

△持久力…２０ｍシャトルラン 

▲走 力…５０m走 

・女子の走力や持久力に課題がある。男子は全国平均以上の種目が多い。 

全校 ・引き続き全体的に走力が課題となる学年が多いが、昨年よりは減った。 

・男子は全体的に平均以上の種目が多く、女子は男子より課題は多いが昨年より減った。 



 以上、今年度の体力テストの結果のまとめでした。 

 少しでも今後の学校生活にいかしていただければと思います。 

 

 走力や持久力、敏捷性や投力であれば、体育のアップや時間が余った時に、鬼ごっこ、縄跳び、ドッ

ジボール系に取り組んだり、各単元で関連する活動に取り組んだりすることができるかもしれません

ね。 

 筋力や柔軟性などは少し難しそうですね。あからさまな対策にならず、自然と流れの中で課題改善に

つながっていくのが理想なんでしょうか。難しい…。 

 

 

 ちなみに後期から、「どさん子アップ元気チャレンジ」に取り組もうと考えています。縄跳びの取組

です。 

 詳細は別に添付しているポスターをご覧ください。 

 

 

 

 ご覧になった方もいるかもしれませんが、今年の３月の広報もんべつでも昨年度の体力テストについ

て載っていましたね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ここからも、広報紋別の記事を併せながらのお知らせですが、生活・運動習慣に関わることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上は広報紋別の記事で紋別市全体に関わることです。平日に１日３時間以上テレビやスマホ等を見

ている（スクリーンタイム）ことが改善点に出ています。３時間以上は多いな～と個人的に感じていま

したが・・・・ 

 

 こちらをご覧ください。潮見小のスクリーンタ

イムの時間についてのグラフです。 

 左端の赤い部分は、１日に５時間以上スクリー

ンタイムに使っていることを表しています。そし

て潮見小のその割合は、なんと男子で５１．

４%、女子で３３．３%になっています。あきら

かに全国や北海道、紋別市全体と比べても多いで

すね。 

 私も自分の息子・娘のことを考えると親が何も

言わなければ永遠と続けるんだろうと想定できて

しまいます…。 

 他にも朝食などの問題もあるんでしょうが、何

かの時に話題にしてもよいかもしれません。 

 

 以上、長々と失礼しました。 


